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てその反応機構が研究され、脂肪酸はまず、Microsomes (Ms) によってNADPH と分子状酸素の存在
下でω位に水酸化をうけ、つ Jいて可溶性画分 (Sup) によってNADの存在下で、dicarboxylic acid ま








動物は雄のSprague-Dawley系ラットを用いた。 33%肝homogenateのpos tmi tochondrial f r ac tion 





み用いた場合 (NADPH再生系が必要)蛋白量がO.5mg (Post-Mt 0.05 nú! に相当)までほゾ酵素量に比









に比して糖尿、絶食ラットでや h 活性が低いが、 Post-Mtを用いると糖尿、絶食ラットの方が活性が高
くなる。これらの結果はω酸化活性がSup に存在する因子によって調節をうけていることを示してい
る。 Sup による活性化は、 Sup を熱処理しでも認められ、またMs と Sup を用いた反応系にNAD を添

























この研究は、その生理的意味が、脂肪酸から succinyl -C 0 Aを生ずることにあることを示したもので、
独創的であり、発展性に富んでいる c
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